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本研究の目的は，公立図書館における BL 図書収集提供に対しての人びとの意識を明らかにするこ

とである．10 代から 70 代の性別の異なる 400 名に対する web アンケート調査の結果，公立図書館で

の BL 図書収集提供にポジティブな回答をしたのは 84%，ネガティブな回答は 16%であった．こうし

た賛成，反対の意識には BL 図書に対する認識，公立図書館の役割に対する意識，現実の男性同士の

恋愛に対する意識などの項目が影響を与えていた． 
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1. はじめに

本研究では，BL 図書提供に対して人びとはど

のように考えているのか，賛成派，反対派の意識

に影響を与える要因は何なのかを明らかにするこ

とを目的とする． 

2008 年，堺市立図書館で収集提供されている

BL(ボーイズラブ)図書に対し，匿名の一市民とそ

の市民に賛同する市議らから廃棄要求があり，約

5500 冊の BL 図書が開架から除去される出来事

がおきた．  

昨今LGBTQの推進や社会的関心の高まりから，

事件当時とは異なり BL 図書が図書館資源として

許容されるような認知の変化が進む一方で，2010

年以降，BL 漫画は多くの自治体で「有害図書」，

「不健全図書」として指定され，図書館での収集・

提供に強い懸念も生じている．こうした状況は図

書館と BL 図書に関する継続した議論の必要性を

示している． 

公立図書館における BL 図書の収集提供につい

て人びとの意識に着目して分析した研究は存在す

る[1]が，いずれも調査対象の年代が比較的若い層

に限られていること，また図書館の自由の観点に

基づき，BL 図書の提供が前提となる議論となっ

ていることを指摘できる．本研究では，幅広い年

代に対し調査を実施することで，公立図書館の利

用者層の意見をカバーすることを目指す．また，

図書館が BL 図書を提供すべきである，もしくは，

提供すべきでないなどという議論は行わず，あく

までもアンケート調査からわかる客観的事実の把

握に努めるものとする． 

2. 研究方法

本研究の目的に従い，広く，一般の意見を募る

ため，Microsoft Forms を利用した web アンケー
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ト調査を実施する． 

2.1 仮説 

 従属変数を「公立図書館での BL 図書提供に対

する意識」と設定し，独立変数を以下の 4 点に大

別した．  

① 公立図書館の目的・役割に対する意識

② BL コンテンツへの意識

③ 性的マイノリティに対する意識

④ 先行研究が指摘している属性

 公立図書館の資料提供にあたっては，まず公立

図書館の在り方に対する意識が影響すると考えら

れるため，①公立図書館の目的・役割に対する意

識の要因を設定した．これは図書館における勤務

経験や図書館情報学課程，司書資格課程履修など

で専門的に図書館について学んだかどうかによっ

て影響をうけうると考えられるため，図書館勤務

経験，図書館情報学課程・司書資格課程履修とい

う要因を媒介変数として設定した．また，堺市の

事例で，「（BL 図書は）子どもに悪影響」という指

摘があったことを踏まえ，子の有無によっても意

識に違いが生じる可能性があると考え，子の有無

という要因も加えた． 

また BL 図書に対する認知や好みが影響を及ぼ

す可能性を踏まえ，②BL コンテンツへの意識を

加えた．そして，BL コンテンツへの意識には，回

答者の BL コンテンツへの視聴経験や，視聴期間

や，視聴するにあたって必要となる対価（経済状

況）も影響を与える可能性があると考え，それら

を媒介変数として扱うこととした． 

さらに，海外では BL コンテンツをめぐる現象

が現実の同性愛に対する寛容と関係があると指摘

されている[2]．よって性的マイノリティに対する

意識と公立図書館における BL 図書の収集提供に

対する意識との影響を探るべく③を独立変数とし

て組み込んだ． 

また，性的マイノリティへの意識に影響を与え

ているとされる性別，年代，居住地，学歴，存在

認識[3]が，公立図書館における BL 図書の収集提

供に対する意識にも影響を与えているのかを把握

するため④を加えた．なお，ここでいう存在認識

とは，性的マイノリティの存在を現実で認識して

いるか否か，つまり身近にいるか否かを指す． 

先述した先行研究では②の部分との関係には意

識が向いているが，①③④については検討されて

いない．特に，人びとが BL 図書をジェンダー関

連図書と捉える場合は，③④の視点が重要となる． 

2.2 質問項目 

仮説を踏まえて，質問項目を設定した．次の QR

コードより，質問項目を確認することができる． 

回答により分岐が生じるため，質問項目確認の

際はその点にご留意いただきたい．また，公立図

書館の目的や役割について問う質問の選択肢は，

文章が長く，選択肢も多いため，ランダムで表示

されるようにし，並び順による回答への影響を減

らすように設定した．なお，こ

のアンケートは質問項目の公

開用に作成したフォームであ

り，誤って回答してしまった

としても集計の対象にはなら

ない． 

3. 調査結果

調査期間は，2024 年 6 月 26 日（水）から 2024

年 7 月 5 日（金）とした．機縁法によって最初の

標本を募り，そこから，雪だるま式サンプリング

を用いて，回答者を募った．回答数は 400 件で，

すべてを有効回答とした．なお，本稿は中間報告

として，単純集計およびクロス集計から得られた

主要な結果について考察を行う．重回帰分析を経

た最終分析結果は第 26 回図書館総合展 2024 の

ポスターセッションにて発表する． 

3.1 公立図書館の役割に対する意識と公立図書

館での BL 図書の収集提供についての意識 
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 「あなたは公立図書館（自治体が設置する図書

館）が BL 本（ボーイズラブを題材とした小説，

漫画，コミック）を収集提供することについてど

のように感じますか」という質問に対する回答と

しては，「いいと思う」「どちらかといえばいいと

思う」という賛成派が全体の 84％を占めた． 

 賛成派の理由を多い順に 3 つ挙げると，

「LGBTQ の理解，多文化共生意識の醸成など，

社会に良い影響を与えると思うから」（23％），

「人々が読みたいもの，人気のあるものを提供す

るのが図書館の役割だと思うから」（19％），「資料

提供にあたって中立性が大切であると思うから」

（19％）という結果となった．残り 16％の反対派

の理由としては，「公立の施設が提供する読書材と

して不適切だと思うから」（35％），「BL コンテン

ツに対して個人的にネガティブな感情をもってい

るから」（12％），「税金の用途として不適切だと思

うから」（11％）が挙がった． 

以上より，BL 図書を公立図書館で収集提供す

ることの是非の意識には，賛成派，反対派それぞ

れの図書館の役割に対する意識の違いがみられる． 

賛成派にみられる，公立の施設としての中立性の

意識は異性愛と同性愛の中立性という意味である

と考えられる．また，賛成派の「人々が読みたい

もの，人気のあるものを提供するのが図書館の役

割だと思うから」からは資料選択論でいうところ

の要求論的立場，反対派の「公立の施設が提供す

る読書材として不適切だと思うから」や「税金の

用途として不適切だと思うから」という意見から

は，価値論的立場をとる層が多いことがわかる． 

さらに，BL 図書に対する認識の違いも潜在し

ていそうである．賛成派の「LGBTQ の理解，多

文化共生意識の醸成など，社会に良い影響を与え

ると思うから」には，BL 図書を性と生殖に関する

健康・権利（SRHR）関連図書として位置づける

認識が見られるが，反対派の意識からは，「有害図

書」，「不健全図書」としての認識がにじんでいる． 

なお，図書館勤務経験や図書館についての専門

的学習経験がある人（n=82）とない人（n=318）

では，公立図書館での BL 図書の収集提供の意識

に大きな差はみられず，いずれにも賛成派，反対

派が似た比率で存在しており，図書館の自由につ

いての理解が BL 図書の扱いに対する意識に大き

な影響を与えているわけではないことがわかった．  

3.2 BL コンテンツへの意識と公立図書館での BL

図書の収集提供 

BL コンテンツに対する意識（好悪）と公立図書

館の BL 図書の収集提供についてのクロス集計の

結果では，BL コンテンツが非常に好きな層であ

っても公立図書館での収集提供には躊躇する人も

半数以上いることや，どちらかといえば嫌いな層

に「良くないと思う」回答者はおらず，BL コンテ

ンツに対する好悪は図書館での収集提供に対する

意識と必ずしも相関しないことがわかる． 

一方で，回答者が 1 名ではあるものの，BL コ

ンテンツが非常に嫌いであると回答した回答者は

公立図書館での収集提供を良くないと判断してい

る．また，この結果は 3.1 で見た反対派の理由で

ある「BL コンテンツに対して個人的にネガティ

ブな感情をもっているから」と親和性がある．こ

のことから反対派の一部では BL コンテンツへの

好悪の意識が公立図書館での BL 図書収集提供へ

の意識と関係が強まる可能性を指摘できる． 

図 1：BLコンテンツ.に対する好悪×図書館での収集提供 

3.3 性的マイノリティに対する意識と公立図書館

での BL 図書の収集提供 
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図 2：現実の男性同士の恋愛に対する意識×図書館での収集提供 

現実の男性同士の恋愛に対して抵抗がない人ほ

ど公立図書館での BL 図書収集提供に寛容な傾向

がみられる．一方で，現実の男性同士の恋愛に対

する意識に抵抗がなくても公立図書館での BL 図

書提供にはネガティブな層や，現実の男性同士の

恋愛に対する意識に抵抗はあるが，公立図書館で

の BL 図書収集提供にはポジティブな層も一定数

存在しているため，慎重な考察が必要である． 

4. おわりに

本稿では，公立図書館における BL 図書提供

に対しての人びとの意識やその意識に影響を与

える要因を明らかにする目的で行った調査研究

の中間報告を行った．公立図書館での BL 図書

収集提供に賛成したり，反対したりする意識に

は，BL 図書に対する認識や公立図書館の役割

に対する意識，現実の男性同士の恋愛に対する

意識などの項目が影響を与えていた．これらの

影響要因について指摘した先行研究はなく，本

研究の新規性といえる． 

また堺市で起きた BL 排除事件に関わる文献

をレビューした片山ら[4]は，図書館業界と図書

館業界以外では，論点に違いがあることを指摘

しているが，本稿では，図書館業界内でも意見

の相違がある可能性が示唆された．BL 図書の

公立図書館での提供をめぐっては，「図書館の

自由」を学んだ，あるいは勤務経験として理解

している場合であっても抵抗をもつ層が一定数

存在し，議論の余地の残る資料だといえる． 
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